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一

　

当
初
、
五
年
間
で
所
蔵
す
る
近
代
作
家
関
連
の
文
献
資
料
の
全
貌
が
見
通
せ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
始
ま
り
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。

　

私
は
二
〇
一
七
年
八
月
以
来
、
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
に
足
を
運
ん
で
い
る
。
こ
の
五
年
間
で
近
代
（
一
九
四
九
年
以
前
の
中
華
民

国
時
期
）
の
学
者
の
未
公
開
書
簡
八
千
通
余
り
、
作
家
の
未
公
開
書
簡
三
千
通
余
り
、
未
公
開
手
稿
（
こ
こ
で
は
脱
稿
済
み
の
手
書
き

原
稿
を
指
し
、
書
簡
と
区
別
す
る
）、
す
で
に
公
刊
さ
れ
た
手
稿
（
例
え
ば
朱
自
清
『
経
典
常
談
』
手
稿
三
百
三
十
頁
余
、
朱
光
潜
『
詩

文
化
論
集
第
六
一
号

二
〇
二
二
年
九
月

資
　
料

新
た
に
公
開
さ
れ
た
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作
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檔
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文
書
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論
』
手
稿
四
百
四
十
頁
余
、
老
舎
『
大
地
龍
蛇
』
手
稿
一
百
四
頁
な
ど
）
一
百
種
余
り
を
陸
続
と
発
掘
収
集
し
た
。
同
時
に
私
が
率
い

る
研
究
チ
ー
ム
三
十
名
余
り
は
、
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
所
蔵
の
近
代
作
家
手
稿
の
整
理
・
研
究
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。

と
り
わ
け
特
殊
な
境
遇
の
作
家
、
旧
国
民
政
府
や
汪
精
衛
〔
汪
兆
銘
、
以
下
で
は
字
の
精
衛
を
用
い
る
：
訳
者
〕
政
権
下
で
役
職
に
就

い
た
者
に
つ
い
て
は
個
々
に
檔
案
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
駐
米
大
使
、
北
京
大
学
校
長
を
務
め
た
胡
適
、
軍
事
委
員
会
政
治

部
第
三
庁
の
庁
長
（
中
将
）
を
務
め
た
郭
沫
若
、
華
北
政
務
委
員
会
教
育
総
署
督
弁
を
務
め
た
周
作
人
で
あ
る
。
胡
適
、
郭
沫
若
が
国

民
政
府
の
檔
案
に
残
し
た
各
種
原
稿
、
手
蹟
は
い
ず
れ
も
何
百
枚
に
も
の
ぼ
る
。
こ
の
ほ
か
に
閲
覧
禁
止
の
資
料
も
近
々
閲
覧
公
開
の

資
料
も
あ
る
。

　

私
は
こ
こ
で
簡
単
に
目
下
整
理
中
の
周
作
人
檔
案
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

張
鉄
栄
教
授
が
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
署
名
し
て
恵
贈
し
て
下
さ
っ
た
『
周
作
人
年
譜
』（
張
菊
香
、
張
鉄
栄
編
著
、
天
津
人
民
出
版

社
二
〇
〇
〇
年
改
訂
新
版
）
は
現
在
最
も
権
威
あ
る
年
譜
で
、
周
作
人
檔
案
の
整
理
で
私
が
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
資
料
で
あ
る
。
中
国

第
二
歴
史
檔
案
館
が
所
蔵
す
る
日
本
軍
の
中
国
侵
略
戦
争
期
間
に
お
け
る
華
北
政
務
委
員
会
の
檔
案
六
千
四
百
二
十
三
巻
は
二
〇
一
六

年
十
二
月
二
十
六
日
に
対
外
公
開
さ
れ
た
〔
関
連
檔
案
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
館
内
検
索
閲
覧
が
可
能
に
な
っ
た
〕。
こ
の
檔
案
に
は

日
中
戦
争
期
に
周
作
人
が
漢
奸
政
権
で
役
職
に
就
い
た
歴
史
事
実
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
周
が
華
北
政
務
委
員
会
常

務
委
員
と
し
て
（
常
務
委
員
会
の
議
事
録
が
す
べ
て
残
っ
て
い
る
）、
教
育
総
署
督
弁
を
務
め
た
期
間
の
活
動
も
檔
案
に
詳
細
に
記
録

さ
れ
て
い
る
（
前
後
し
て
教
育
総
署
督
弁
に
就
任
し
た
湯
爾
和
、
王
揖
唐
、
周
作
人
、
蘇
体
仁
、
王
謨
、
王
克
敏
、
文
元
模
に
は
相
当

な
分
量
の
檔
案
が
あ
る
）。

　

周
作
人
関
連
の
檔
案
は
三
百
巻
余
り
あ
り
、
大
量
の
公
文
書
草
稿
が
檔
案
に
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
一
部
の
み
重
点
的
に
取
り
あ

げ
、
画
像
で
も
示
し
た
い
（
檔
案
館
の
規
約
遵
守
の
た
め
、
研
究
を
目
的
と
し
た
部
分
的
な
掲
載
に
限
定
さ
れ
る
）。
今
後
文
献
整
理
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作
業
の
な
か
で
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
分
け
て
専
門
的
に
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。

　

こ
の
檔
案
が
公
開
さ
れ
る
ま
で
、
周
作
人
の
漢
奸
政
権
で
の
役
職
就
任
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
研
究
論
文
は
、
周
作
人
の
日
記
、
新

聞
報
道
、
関
係
者
の
回
想
に
依
拠
し
て
い
た
が
、
い
ま
や
檔
案
資
料
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
、
事
実
は
い
っ
そ
う
明
ら
か
な
っ
た
。

特
に
正
確
な
檔
案
の
記
録
に
よ
っ
て
周
作
人
日
記
、関
連
報
道
、関
係
者
の
回
想
と
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

檔
案
は
現
場
状
況
の
再
現
で
あ
り
、
生
の
一
次
史
料
で
あ
り
、
読
め
ば
真
相
が
完
全
に
明
ら
か
と
な
る
。
そ
の
な
か
に
は
過
去
に
誰

一
人
知
ら
な
か
っ
た
巧
妙
な
計
略
も
隠
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
真
正
の
文
学
と
歴
史
の
相
互
検
証
で
あ
り
、
理
想
的
な
二
重
証
拠
法⑴

で
も
あ
る
。

二

　

一
九
四
〇
年
十
二
月
十
九
日
、
南
京
汪
精
衛
政
権
の
中
央
政
治
委
員
会
第
三
十
一
回
会
議
で
「
周
作
人
を
華
北
政
務
委
員
会
委
員
に

特
任
し
、
あ
わ
せ
て
常
務
委
員
兼
教
育
総
署
督
弁
に
指
名
す
る
」
と
い
う
人
事
案
件
が
承
認
さ
れ
た
。
一
九
四
一
年
一
月
一
日
、
周
作

人
は
華
北
政
務
委
員
会
が
転
送
し
て
き
た
汪
精
衛
政
権
の
特
任
状
を
受
け
取
っ
た
。「
周
作
人
を
華
北
政
務
委
員
会
委
員
に
特
任
し
、

あ
わ
せ
て
常
務
委
員
兼
教
育
総
署
督
弁
に
指
名
す
る
。
右
命
令
す
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
一
月
四
日
に
周
作
人
は
就
任
し
、
一
九

四
三
年
二
月
八
日
に
周
作
人
は
罷
免
さ
れ
て
い
る
。

　

周
作
人
が
漢
奸
政
権
に
在
職
し
て
い
た
期
間
中
の
政
務
と
は
書
簡
の
往
還
で
あ
り
、
上
級
機
関
の
官
僚
に
は
上
申
書
を
提
出
し
、
部

下
に
は
指
令
や
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
が
、
少
数
な
が
ら
一
部
私
信
も
含
ま
れ
る
。
教
育
総
署
督
弁
た
る
彼
に
は
専
属
秘
書
が
付
き
、

秘
書
が
書
簡
、
上
申
書
、
指
令
書
を
謄
写
し
、
公
印
を
押
印
す
る
。

　

調
査
済
み
の
三
百
巻
余
の
檔
案
に
つ
い
て
言
え
ば
（
今
後
の
整
理
で
新
た
な
文
書
の
発
見
は
あ
り
う
る
）、
周
作
人
に
関
す
る
部
分
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は
、
現
在
公
開
済
み
の
檔
案
と
フ
ォ
ル
ダ
ご
と
の
内
容
に
即
せ
ば
、
お
お
む
ね
五
種
類
に
分
か
れ
る
。

第
一
類
：
往
復
書
簡
（
文
書
フ
ォ
ル
ダ
各
巻
に
散
在
）

　

例
：
華
北
政
務
委
員
会
委
員
長
王
揖
唐
と
教
育
総
署
督
弁
周
作
人
と
の
往
復
書
簡
。

　
　

・
王
揖
唐
よ
り
一
九
四
二
年
六
月
十
一
日
付
、
周
作
人
宛
書
簡
（
檔
案
に
は
王
の
書
簡
草
稿
あ
り
：
省
略
）

　
　

・
周
作
人
よ
り
一
九
四
二
年
六
月
十
九
日
付
、
王
揖
唐
宛
の
返
信
〔
写
真
一
〕。

　
　

・
董
康
（
字
：
綬
経
）
よ
り
王
揖
唐
宛
書
簡
（
檔
案
に
書
簡
あ
り
、
省
略
）

　
　

・
王
揖
唐
よ
り
一
九
四
二
年
八
月
二
十
二
日
付
の
周
作
人
宛
書
簡
（
檔
案
に
は
王
の
書
簡
草
稿
あ
り
：
省
略
）

　
　

・
周
作
人
よ
り
一
九
四
二
年
九
月
二
十
九
日
付
の
王
揖
唐
宛
返
書
（
写
真
二
）

　
　
　

＊
関
連
す
る
中
学
・
小
学
校
教
科
書
は
檔
案
に
詳
細
な
書
籍
目
録
が
残
さ
れ
て
い
る
（
省
略
）

　
　
　

＊
こ
の
件
に
関
す
る
関
係
者
の
関
連
書
簡
が
檔
案
に
残
さ
れ
て
い
る
（
省
略
）

〔写真一〕

〔写真二〕
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第
二
類
：
事
件
の
全
貌
（
専
用
文
書
フ
ォ
ル
ダ
に
収
納
）

　

例
一
：
一
九
四
二
年
五
月
二
日
〜
十
五
日
に
周
作
人
は
汪
精
衛
の
大
連
、
長
春
、
南
京
訪
問
に
同
行

　

一
九
四
二
年
四
月
二
十
六
日
の
王
揖
唐
か
ら
の
密
書
で
周
作
人
は
華
北
教
育
総
署
督
弁
と
し
て
汪
精
衛
に
同
行
し
て
漢
奸
政
権
「
満

州
国
」
新
京
に
赴
く
よ
う
命
じ
ら
れ
（「
満
州
国
」
成
立
十
年
慶
賀
式
典
に
参
加
）、
そ
の
経
費
査
定
文
書
に
は
周
作
人
が
一
人
（
教
育

総
署
秘
書
の
黄
公
献
）
を
伴
い
、
大
連
で
汪
精
衛
を
出
迎
え
、
新
京
長
春
に
同
行
す
る
の
に
先
立
ち
、
四
月
三
十
日
付
で
五
千
元
受
領

し
た
旨
の
密
書
が
あ
る
〔
写
真
三
〕。
そ
れ
か
ら
周
作
人
は
随
員
を
伴
っ
て
汪
精
衛
と
と
も
に
南
京
に
戻
る
た
め
、
五
月
四
日
付
の
密

書
は
三
千
元
の
旅
費
雑
費
を
再
度
受
け
取
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
〔
写
真
四
〕。
同
じ
文
書
フ
ォ
ル
ダ
の
文
書
に
よ
る
と
、
新
京
長

春
に
五
月
七
日
に
到
着
後
、
周
作
人
は
八
日
に
華
北
政
務
委
員
会
委
員
長
王
揖
唐
へ
電
報
を
出
し
て
い
る
〔
写
真
五
〕。
訪
問
の
行
程

か
ら
費
用
ま
で
、
多
く
の
文
書
が
あ
り
、
詳
細
な
記
録
が
檔
案
に
含
ま
れ
て
い
る
。
以
前
、
華
北
政
務
委
員
会
教
育
総
署
署
長
の
秘
書

主
任
の
方
宗
鼈
は
一
九
四
〇
年
七
月
三
日
に
「
抗
日
鋤
奸
団
」
と
国
民
党
軍
統
行
動
二
組
と
の
連
携
に
よ
る
暗
殺
〔
銃
撃
に
よ
る
暗
殺

未
遂
：
訳
注
〕
に
遭
い
、
顔
面
に
傷
を
負
っ
た
。
一
九
三
九
年
一
月
一
日
に
「
抗
日
鋤
奸
団
」
に
よ
る
暗
殺
〔
未
遂
〕
に
遭
っ
た
周
作

人⑵
は
、
今
回
一
九
四
二
年
に
汪
精
衛
に
同
行
す
る
に
あ
た
り
、
事
前
準
備
を
す
べ
て
極
秘
裏
に
進
め
、
行
程
、
資
金
に
関
す
る
書
簡
は

す
べ
て
密
書
と
さ
れ
た
。
公
文
書
送
達
の
「
事
由
」
欄
に
は
、「
密
不
録
由
〔
極
秘
非
公
開
〕」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
周
作
人
が
五
月
二

日
に
大
連
に
向
か
う
道
程
に
は
、
日
本
の
役
人
も
同
行
し
、
彼
の
活
動
は
日
本
軍
の
保
護
の
も
と
に
あ
っ
た
。
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・
四
月
三
十
日
付
の
周
作
人
よ
り
王
揖
唐
宛
書

・
五
月
四
日
付
の
周
作
人
よ
り
王
揖
唐
宛
書
簡

〔写真三〕

〔写真四〕
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・
五
月
八
日
付
の
周
作
人
よ
り
王
揖
唐
宛
の
電
報

　

・
周
作
人
の
出
張
行
程
の
調
整
に
関
す
る
王
揖
唐
、
財
務
総
署
、
関
係
機
関
の
密
電
、
密
書
、
極
秘
文
書
の
や
り
と
り
（
省
略
）

〔写真五〕
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例
二
：
一
九
四
二
年
十
二
月
十
八
日
、
教
育
総
署
学
術
文
化
審
議
会
の
発
足
と
全
体
委
員
常
務
委
員
の
名
簿

　
　

・
周
作
人
は
華
北
政
務
委
員
会
に
教
育
総
署
学
術
文
化
審
議
会
の
発
足
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
〔
写
真
六
〕。

　
　

・
周
作
人
は
華
北
政
務
委
員
会
に
全
体
委
員
及
び
常
務
委
員
の
名
簿
一
部
を
提
出
〔
写
真
七
〕

〔写真六〕

〔写真七〕
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・
会
議
の
議
事
録
〔
写
真
八
〕

〔写真八〕
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第
三
類
：
日
常
の
政
務
公
文
書
と
関
連
文
書
（
合
巻
）

　

・ 
一
九
四
一
年
二
月
十
二
日
、
周
作
人
が
北
京
大
学
の
た
め
に
李
盛
鐸
の
蔵
書
、
木
犀
軒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン⑶
を
検
収
し
た
報
告
書
、
蔵

書
目
録
（
省
略
）

　

・ 

一
九
四
二
年
一
月
十
日
、
周
作
人
が
北
京
大
学
図
書
館
を
接
収
し
た
経
過
状
況
並
び
に
迅
速
に
予
算
を
調
達
し
て
再
開
に
こ
ぎ
着

け
た
事
由
を
報
告
（
省
略
）

　

・ 

一
九
四
二
年
二
月
十
一
日
、
周
作
人
が
北
京
大
学
図
書
館
組
織
大
綱
草
案
及
び
予
算
書
各
一
通
を
提
出
（
省
略
）

第
四
類
：
周
作
人
、
華
北
政
務
委
員
会
常
務
委
員
と
し
て
常
務
委
員
会
に
出
席

な
ら
び
に
討
論
決
議
し
た
議
事
録
（
専
用
の
文
書
フ
ォ
ル
ダ
）。
時
間
、
場
所
、

参
会
者
、
議
案
、
決
議
に
つ
い
て
詳
細
な
記
録
が
あ
る
〔
写
真
九
〕。

第
五
類
：
周
作
人
と
淪
陥
期
の
北
京
大
学
、
北
京
市
政
府
、
各
学
術
団
体
（
例

え
ば
東
亜
文
化
協
会
）
及
び
各
総
署
の
関
連
す
る
人
事
で
交
わ
さ
れ
た
文
書
あ

る
い
は
関
与
し
た
関
連
す
る
活
動
記
録
（
合
巻
）

　

こ
の
種
の
煩
雑
な
事
柄
に
か
か
る
公
文
書
、
私
的
文
書
、
さ
ら
に
関
連
す
る

会
合
宴
会
は
、
檔
案
の
な
か
に
分
類
項
目
が
立
て
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
が
あ

る
。

〔写真九〕
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三

　

周
作
人
が
華
北
政
務
委
員
会
教
育
総
署
督
弁
に
就
任
し
た
時
の
月
給
の
実
態
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

周
作
人
の
華
北
政
務
委
員
会
常
務
委
員
兼
教
育
総
署
督
弁
と
い
う
職
位
は
、
汪
精
衛
の
南
京
政
府
の
特
任
官
で
あ
る
。
特
任
官
の
一

九
四
一
年
以
前
の
月
俸
は
八
百
元
だ
っ
た
。
華
北
政
務
委
員
の
月
俸
は
一
九
四
一
年
一
月
か
ら
一
千
二
百
元
と
な
っ
た
。
委
員
と
各
総

署
長
官
の
公
務
費
（
役
職
手
当
の
一
種⑷
）
は
毎
月
三
千
元
で
あ
っ
た
。
周
作
人
は
こ
の
公
務
費
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
常

務
委
員
兼
教
育
総
署
督
弁
で
三
千
元
」
で
あ
る
。
檔
案
の
な
か
で
毎
月
明
示
さ
れ
て
い
る
〔
写
真
十
〕。

　

一
九
四
三
年
一
月
よ
り
、
華
北
政
務
委
員
会
委
員
及
び
各
総
署
長
官
の
公
務
費
は
毎
月
五
千
元
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。「
教
育
総
署

督
弁
（
周
督
弁
）
五
千
元
」
と
あ
る
。

　

周
作
人
は
二
月
八
日
に
職
を
免
ぜ
ら
れ
、
九
日
に
職
を
交
代
し
た
の
で
、
二
月
の
公
務
費
は
九
日
分
受
領
し
た
。
檔
案
に
は
「
前
教

育
総
署
督
弁
（
周
督
弁
）
一
千
六
百
七
・
一
四
元
。
一
日
よ
り
九
日
ま
で
計
九
日
間
」
と
あ
る
。

　

学
術
研
究
、
と
り
わ
け
人
物
研
究
は
手
間
暇
か
か
る
仕
事
の
連
続
で
、
無
駄
足
を
厭
わ
ず
、
く
ま
な
く
調
べ
ね
ば
、
見
落
と
し
が
出

る
。
今
回
東
奔
西
走
し
て
檔
案
を
調
べ
た
私
の
仕
事
と
収
穫
に
し
て
も
後
学
の
後
知
恵
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

周
作
人
檔
案
の
発
見
に
即
し
て
言
え
ば
、
関
連
す
る
歴
史
の
真
相
が
完
全
に
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
歴
史
の
「
現
場
」
か
ら
出

発
し
、
周
作
人
に
対
し
て
歴
史
的
に
も
文
学
的
に
も
概
括
叙
述
を
や
り
直
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
学
術
研
究
者
の
発
言
権
は
歴
史

事
実
の
上
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、「
心
理
歴
史
学
」〔
Ｉ
・
ア
シ
モ
フ
の
Ｓ
Ｆ
小
説
に
登
場
す
る
架
空
の
学
問
〕
に
よ
る
推
測
や
、

仮
定
（
歴
史
は
本
来
仮
定
を
許
容
し
な
い
）
は
事
実
真
相
の
前
に
当
然
消
え
去
る
。
自
伝
や
回
想
録
も
な
お
の
こ
と
当
て
に
な
ら
ず
、

お
よ
そ
五
十
％
程
度
の
信
頼
性
し
か
な
い
。
こ
れ
は
私
が
檔
案
で
何
度
も
検
証
し
て
得
ら
れ
た
結
論
で
あ
る
。
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例
え
ば
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
二
年
ま
で
の
間
に
周
作
人
の
毎
月
の
俸
給
と
公
務
費
で
得
た
の
は
四
千
二
百
元
で
、
一
九
四
三
年

一
月
の
月
俸
と
公
務
費
は
六
千
二
百
元
で
、
二
月
の
月
俸
一
千
二
百
元
に
加
え
て
、
九
日
間
の
公
務
費
は
一
六
〇
七
・
一
四
元
（
当
月

は
二
十
八
日
間
の
た
め
）
で
あ
っ
た
〔
写
真
十
一
〕。

　

こ
れ
に
よ
り
実
際
の
所
得
金
額
を
周
作
人
の
日
記
と
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
作
人
は
日
中
、
教
育
総
署
督
弁
の
公
務
に
対
応

し
、
会
議
を
開
き
、
公
文
書
を
上
奏
し
た
り
、
発
布
し
た
り
、
視
察
、
接
待
、
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、
夜
も
半
ば
以
上
は
日
本
の
軍
と

政
府
の
要
人
や
友
達
と
の
宴
会
、
会
食
で
接
待
し
、
と
り
わ
け
日
本
軍
将
校
を
宴
会
で
接
待
し
た
り
、
日
本
軍
の
宴
会
に
出
席
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
軍
や
警
察
が
護
衛
し
、
芸
者
が
は
べ
り
、
酒
色
の
限
り
を
尽
く
し
た
と
い
え
る
。
こ
れ
こ
そ
が
周
作
人
の
二
年
間

〔写真十〕

〔写真十一〕
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余
り
の
生
活
の
実
態
だ
っ
た
。

　

ふ
だ
ん
も
公
務
で
出
張
と
な
れ
ば
、
別
途
公
務
費
が
付
い
た
。
た
と
え
ば
一
九
四
二
年
五
月
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
周
作
人
は
汪

精
衛
の
大
連
、
長
春
、
南
京
訪
問
に
同
行
し
、『
周
作
人
年
譜
』
は
そ
の
活
動
を
詳
細
に
描
き
出
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
私
は
檔
案
を

利
用
し
て
、
そ
の
背
後
の
経
費
支
出
、
連
絡
方
法
、
隠
密
の
行
動
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
。
資
料
間
の
相
互
検
証
、
補
足
に
よ
り
、
事

実
は
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
周
作
人
が
漢
奸
政
権
の
職
務
に
就
き
、
中
国
を
侵
略
す
る
日
本
軍
が
支
援
す
る
傀
儡
政
権
に
す
り
寄
り
、

大
連
、
長
春
、
南
京
へ
の
出
張
十
四
日
間
で
人
民
の
膏
血
八
千
元
を
得
る
の
を
目
に
し
な
が
ら
、
私
は
同
時
に
一
九
三
七
年
八
月
十
六

日
の
抗
日
戦
争
開
始
以
降
、
南
京
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
の
定
め
る
抗
日
戦
士
の
戦
死
者
の
埋
葬
費
一
覧
表
（
軍
事
委
員
会
発
布
第
五

五
一
八
五
号
訓
令
、
規
定
「
埋
葬
費
給
与
額
表
」）
を
目
に
す
る
。
上
佐
二
百
元
、
中
佐
百
五
十
元
、
少
佐
百
二
十
元
、
大
尉
八
十
元
、

中
尉
六
十
元
、
少
尉
・
准
尉
四
十
元
、
下
士
官
（
一
、
二
、
三
等
の
公
役
）
二
十
元
、
輜
重
兵
（
四
、
五
、
六
等
の
公
役
）
十
五
元
と

あ
る
。
輜
重
兵
一
人
の
戦
死
埋
葬
費
は
十
五
元
な
の
だ
。

　

周
作
人
が
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
二
年
の
間
、
毎
月
四
千
二
百
元
得
て
（
二
年
間
で
実
収
十
万
八
百
元
）、
一
九
四
三
年
一
月
に

六
千
二
百
元
、
二
月
の
月
俸
が
一
千
二
百
元
で
、
公
務
費
は
一
六
〇
七
・
一
四
元
で
あ
る
。
合
計
一
〇
九
八
〇
七
・
一
七
元
で
あ
り
、

こ
れ
が
少
な
か
ら
ぬ
額
面
で
あ
る
こ
と
は
無
論
の
こ
と
だ
。
周
作
人
が
華
北
政
務
委
員
会
教
育
総
署
督
弁
で
得
た
一
〇
九
八
〇
七
・
一

七
元
は
、前
線
で
七
千
三
百
二
十
人
の
抗
日
戦
争
の
輜
重
兵
の
同
胞
が
日
本
軍
に
殺
戮
さ
れ
た
埋
葬
費
の
合
計
額
に
等
し
い
と
い
え
る
。

　

周
作
人
が
一
九
四
一
年
四
月
に
東
亜
文
化
協
会
評
議
員
代
表
団
を
率
い
て
日
本
を
訪
問
し
た
期
間
、
二
度
に
わ
た
っ
て
中
国
を
侵
略

し
た
日
本
軍
の
傷
病
兵
士
を
「
慰
問
」
に
訪
れ
、
一
〇
〇
〇
元
を
寄
付
し
た
（『
周
作
人
年
譜
』
六
一
四
頁
）。

　

真
実
を
語
る
檔
案
資
料
で
、
比
較
に
よ
っ
て
叙
述
す
れ
ば
、
事
の
是
非
は
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
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解
　
題

 

小　

川　

利　

康

　

今
回
翻
訳
掲
載
し
た
の
は
、
南
京
大
学
沈
衛
威
教
授
か
ら
託
さ
れ
た
未
発
表
の
資
料
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
御
本
人
も
記
さ
れ
る
と
お
り
、

中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
が
二
〇
一
七
年
六
月
九
日
よ
り
一
般
公
開
さ
れ
た⑸
の
に
伴
い
、
檔
案
館
所
蔵
資
料
の
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ま
で

公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
周
作
人
関
連
の
檔
案
資
料
を
入
手
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
趣
旨
で
解
題
者
に
託
さ
れ

た
。
今
回
、
資
料
の
重
要
性
に
鑑
み
、
本
誌
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
発
表
す
る
も
の
で
あ
る⑹
。
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
著
者
の
執
筆
意

図
を
忠
実
に
反
映
す
る
べ
く
努
め
た
が
、
訳
文
だ
け
で
は
意
を
尽
く
せ
ぬ
部
分
に
は
注
釈
や
補
足
を
加
え
た
。
漢
字
表
記
は
原
則
と
し

て
日
本
の
常
用
漢
字
に
改
め
た
が
、
中
国
語
の
書
名
な
ど
は
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
翻
訳
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
文
中
の
（　

）
は
著
者

自
身
の
補
足
で
、〔　

〕
内
に
示
し
た
の
は
訳
者
の
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
簡
単
に
資
料
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
解
題
者
に
よ
る
評
価
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

周
作
人
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
七
）
は
、
中
国
の
学
者
・
日
本
文
化
研
究
者
で
あ
り
、
民
俗
学
、
ギ
リ
シ
ア
文
学
研
究
な
ど
多
分
野

で
活
躍
し
た
。
魯
迅
の
弟
と
し
て
知
ら
れ
、
北
京
大
学
教
授
を
長
年
に
わ
た
っ
て
務
め
た
。
近
代
文
学
草
創
期
の
理
論
家
と
し
て
活
躍

し
た
が
、
日
本
占
領
下
の
北
京
で
教
育
総
署
督
弁
（
文
科
大
臣
に
相
当
）
に
就
任
し
た
た
め
、
日
本
敗
戦
後
の
一
九
四
五
年
十
二
月
、

国
民
党
に
よ
り
北
京
で
逮
捕
さ
れ
、
炮
局
胡
同
監
獄
に
収
監
さ
れ
た
後
、
翌
年
五
月
に
南
京
に
移
送
さ
れ
、
老
虎
橋
の
首
都
監
獄
に
収

監
、
同
年
戦
犯
裁
判
で
審
理
を
受
け
、
十
一
月
の
一
審
で
禁
固
十
四
年
、
十
二
月
の
再
審
で
禁
固
十
年
の
判
決
を
受
け
た
。
そ
の
後
、

南
京
で
二
年
半
刑
に
服
し
た
が
、
国
民
党
政
府
瓦
解
後
、
一
九
四
九
年
一
月
に
出
獄
、
上
海
を
経
由
し
て
、
北
京
に
戻
っ
た
。
中
華
人
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民
共
和
国
成
立
後
は
公
民
権
は
剥
奪
さ
れ
た
も
の
の
、
禁
固
刑
を
免
れ
、
翻
訳
や
回
想
録
執
筆
に
従
事
し
た
が
、
文
革
中
に
迫
害
死
し

た
。
今
も
中
国
に
お
い
て
は
文
学
者
と
し
て
は
第
一
級
の
評
価
を
受
け
な
が
ら
も
、
戦
時
中
の
日
本
軍
へ
の
協
力
に
よ
る
「
漢
奸
」（
奸

を
為
す
者
、
売
国
奴
）
の
汚
名
は
現
在
も
な
お
消
え
な
い
。
今
回
、
沈
衛
威
教
授
が
紹
介
す
る
の
は
周
作
人
が
教
育
総
署
督
弁
の
任
に

あ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
淪
陥
期
の
檔
案
で
、
六
十
年
余
の
歳
月
を
経
て
、
よ
う
や
く
公
開
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
、
周
作
人
へ
の
厳
し
い

指
弾
は
中
国
で
は
当
然
の
も
の
で
あ
る
。

　

周
作
人
に
関
す
る
研
究
は
、
同
時
代
に
親
し
く
交
友
の
あ
っ
た
松
枝
茂
夫
（
一
九
〇
五
〜
一
九
九
五
）
の
翻
訳
と
紹
介
を
嚆
矢
と
し
、

戦
後
は
木
山
英
雄
に
よ
る
淪
陥
期
の
周
作
人
研
究
『
北
京
苦
住
庵
記
：
日
中
戦
争
時
代
の
周
作
人
』（
筑
摩
書
房
一
九
七
八
年⑺
）
が
突

出
し
た
成
果
を
あ
げ
、
日
本
人
が
一
貫
し
て
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
中
国
大
陸
に
お
い
て
も
徐
々
に
周
作

人
に
関
す
る
研
究
資
料
が
整
備
さ
れ
、
研
究
者
も
増
え
て
き
た
が
、
周
作
人
の
名
を
冠
し
た
学
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
政

治
的
な
制
約
か
ら
今
後
も
開
催
は
望
め
な
い
。
先
般
二
〇
一
八
年
、
解
題
者
が
非
力
を
顧
み
ず
に
本
学
に
お
い
て
「
周
作
人
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
二
日
間
に
開
催
し
た
の
は
如
上
の
事
情
に
由
来
す
る
（
科
研
費
・
基
盤
研
究
Ｃ
「
周
氏
兄
弟
と
『
新
青
年
』
グ
ル
ー
プ
」

に
よ
る
開
催
）。
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
幸
い
に
も
大
方
の
賛
同
を
得
ら
れ
、
中
国
か
ら
十
五
名
、
日
本
か
ら
十
二
名
、
イ
ギ
リ
ス
か

ら
一
名
、
計
二
十
八
名
の
参
加
を
得
て
、
二
十
六
本
の
論
文
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
議
論
内
容
の
総
括
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
ど
の
研
究
者
も
「
事
実
求
是
」、
す
な
わ
ち
事
実
に
基
づ
い
て

真
実
を
求
め
る
と
い
う
姿
勢
に
お
い
て
共
通
し
、
周
作
人
の
政
治
的
汚
点
も
含
め
、
事
実
に
基
づ
い
た
冷
静
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、
非

常
に
質
の
高
い
研
究
交
流
が
実
現
し
た
。

　

冒
頭
の
基
調
講
演
を
依
頼
し
た
作
家
止
庵
は
、
現
在
最
も
信
頼
で
き
る
伝
記
『
周
作
人
伝
』（
山
東
画
報
出
版
社
二
〇
〇
九
年
）
の

執
筆
者
で
あ
り
、『
周
作
人
訳
文
全
集
』（
上
海
人
民
出
版
社
二
〇
一
八
年
改
訂
版
）、『
周
作
人
自
編
文
集
』（
北
京
十
月
文
芸
出
版
社
、
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全
三
十
六
冊
、
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
四
年
）
の
校
訂
編
纂
に
係
わ
っ
た
周
作
人
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
彼
が
講
演
の
結
び
に
述
べ

た
「
私
た
ち
は
歴
史
の
終
点
に
立
っ
て
、
歴
史
の
起
点
に
あ
っ
た
人
物
に
自
分
た
ち
と
同
じ
認
識
を
持
つ
よ
う
求
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
よ
し
ん
ば
彼
ら
に
遠
い
将
来
へ
の
先
見
性
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
だ
」
と
い
う
指
摘
は
立
錐
の
余
地
な
く
会
場
を
埋
め
つ
く
し
た

聴
衆
か
ら
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た⑻
。

　

今
後
も
周
作
人
研
究
に
お
い
て
日
中
戦
争
時
期
に
周
作
人
が
対
日
協
力
政
権
に
関
与
し
た
こ
と
は
避
け
て
通
れ
な
い
事
実
と
し
て
向

き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
日
中
間
の
歴
史
問
題
と
同
様
で
あ
る
。
日
本
に
よ
る
侵
略
戦
争
が
中
国
の
人
々
に
計
り
知
れ
な
い
損

害
と
苦
痛
を
も
た
ら
し
た
事
実
は
国
に
よ
る
立
場
の
違
い
を
超
え
て
共
有
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
は
中
国
東
北
地
方
に
満
州
国
と

い
う
傀
儡
国
家
を
作
り
、
汪
精
衛
を
支
援
し
て
南
京
に
中
華
民
国
国
民
政
府
（
沈
教
授
の
文
章
で
は
「
傀
儡
政
権
」、「
汪
偽
政
権
」）

を
発
足
さ
せ
た
。
そ
の
政
権
傘
下
の
政
府
機
関
と
し
て
、
河
北
省
、
山
東
省
、
山
西
省
と
北
京
、
天
津
、
青
島
市
を
統
治
す
る
華
北
政

務
委
員
会
も
日
本
の
影
響
下
で
成
立
し
た
。
周
作
人
は
一
九
四
一
年
一
月
か
ら
一
九
四
三
年
二
月
ま
で
、
華
北
政
務
委
員
会
の
教
育
総

署
督
弁
の
任
に
あ
っ
た
。
当
時
の
周
作
人
が
こ
の
よ
う
な
対
日
協
力
を
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
木
山
英
雄
に
よ
る
研
究
で
詳
論
さ
れ
て

い
る
が
、
端
的
に
言
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
思
惑
が
錯
綜
す
る
な
か
で
周
作
人
は
追
い
詰
め
ら
れ
、
あ
え
て
自
ら
犠
牲
と
な
る
覚

悟
を
決
め
て
引
き
受
け
た
結
果
が
対
日
協
力
で
あ
っ
た
と
解
題
者
は
考
え
て
い
る
。
日
本
人
を
妻
と
し
、
日
本
人
と
日
本
文
化
を
深
く

愛
し
た
中
国
最
高
の
知
性
を
、
日
本
人
は
自
ら
の
権
益
の
た
め
に
利
用
し
た
。
も
し
日
本
人
と
し
て
誇
り
を
持
つ
な
ら
ば
、
そ
の
責
任

に
頬
被
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
周
作
人
を
深
く
理
解
し
、
そ
の
文
化
的
、
社
会
的
貢
献
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
日
中
関
係
の
改

善
に
役
立
て
る
責
任
は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
課
さ
れ
た
使
命
で
あ
る
。
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檔
案
資
料
の
公
開
状
況

　

今
回
翻
訳
紹
介
す
る
資
料
は
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
檔
案
と
は
沈
衛
威
教
授
の
文
中
に
も
み
え
る

と
お
り
、
公
的
機
関
が
作
成
し
た
書
類
、
文
献
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
書
簡
か
ら
行
政
手
続
書
類
ま
で
す
べ
て
を
含
み
、
後

年
の
歴
史
家
が
歴
史
書
を
編
纂
す
る
上
で
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
一
次
史
料
で
あ
る
。
日
本
語
で
は
公
文
書
館
と
も
訳
せ
る
が
、
収
録

対
象
は
よ
り
広
い
。
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
国
家
檔
案
局
の
管
理
下
に
あ
る
が
、
そ
の
前
身
は
国
民
党
政
府

が
一
九
三
六
年
に
設
立
し
た
中
国
国
民
党
史
編
纂
委
員
会
（
史
料
陳
列
館
）
で
あ
り
、
所
蔵
す
る
檔
案
は
辛
亥
革
命
以
来
の
国
民
党
政

府
に
係
わ
る
公
文
書
が
中
心
で
、
汪
精
衛
政
権
の
公
文
書
も
含
ま
れ
る
。
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
は
、
一
九
五
一
年
に
中
国
科
学
院

近
代
史
研
究
所
所
属
の
南
京
資
料
整
理
処
と
し
て
再
出
発
し
た
が
、
一
九
六
四
年
四
月
に
国
家
檔
案
局
傘
下
の
組
織
に
組
み
込
ま
れ
、

現
行
名
称
と
な
っ
た
。
所
蔵
す
る
公
文
書
は
二
二
五
万
余
巻
、
四
千
五
百
万
件
に
の
ぼ
る⑼
。
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
が
所
蔵
す
る
檔
案

は
大
部
分
が
中
華
民
国
史
関
連
資
料
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
主
題
別
に
整
理
し
た
資
料
集
を
多
数
刊
行
し
て
い
る
。
最
も
網
羅
的
な
の
は

『
中
華
民
国
史
檔
案
資
料
匯
編
』（
江
蘇
人
民
文
学
出
版
社
一
九
七
九
年
）
で
あ
り
、
ほ
か
に
も
南
京
大
虐
殺
や
抗
日
戦
争
関
連
の
資
料

を
多
数
刊
行
し
て
い
る
。
汪
精
衛
政
権
に
関
し
て
は
、
中
央
檔
案
館
、
吉
林
省
社
会
科
学
院
と
の
共
編
で
『
汪
偽
政
権
』（
日
本
帝
国

主
義
侵
華
檔
案
資
料
選
編
六
、
中
華
書
局
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
周
作
人
関
連
の
檔
案
は
含
ま
れ
ず
、

全
般
的
概
況
を
う
か
が
う
も
の
に
限
ら
れ
、
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
周
作
人
関
連
檔
案
は
、
解
題
者
の
管
見
の
限
り
で
は
初
見
の
も
の

で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
公
刊
済
み
の
周
作
人
に
関
連
す
る
檔
案
と
し
て
は
、
南
京
高
等
裁
判
所
で
行
わ
れ
た
戦
争
犯
罪
の
審
理
記
録
の
抄

録
『
審
訊
汪
偽
漢
奸
筆
録
』（
南
京
市
檔
案
館
編
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。
裁
判
で
の
陳
述
内
容
を
抄
録
し
た
も

の
で
、
今
回
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
檔
案
と
照
合
、
分
析
す
る
こ
と
で
、
淪
陥
期
の
周
作
人
の
動
静
が
よ
り
詳
細
に
明
ら
か
に
な
る
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と
期
待
さ
れ
る
。
率
直
に
言
え
ば
、
今
回
公
表
さ
れ
た
資
料
も
全
体
か
ら
す
れ
ば
九
牛
の
一
毛
に
す
ぎ
ず
、
今
後
の
精
査
が
期
待
さ
れ

る
。
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
版
『
周
作
人
年
譜
』
も
新
訂
版
が
準
備
中
と
の
こ
と
で
、
今
回
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ

た
檔
案
三
百
巻
余
り
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

沈
衛
威
教
授
に
つ
い
て

　

著
者
の
沈
衛
威
教
授
は
一
九
六
二
年
生
ま
れ
、
河
南
省
南
陽
市
内
郷
県
大
橋
郷
の
人
で
あ
る
。
笈
を
負
う
て
河
南
大
学
中
文
系
に
学

び
、
学
部
、
修
士
課
程
を
修
了
、
一
九
八
八
年
に
は
南
京
大
学
中
文
系
博
士
課
程
に
進
み
、
一
九
九
一
年
に
は
河
南
大
学
中
文
系
で
教

鞭
を
執
っ
た
後
、
二
〇
〇
二
年
よ
り
南
京
大
学
中
文
系
に
迎
え
ら
れ
た⑽
。
中
華
民
国
期
を
中
心
と
す
る
近
代
文
学
研
究
で
幅
広
い
業
績

を
上
げ
、
特
に
胡
適
、
学
衡
派
の
研
究
で
知
ら
れ
る
。
主
要
著
書
と
し
て
『
胡
適
伝
』（
河
南
大
学
出
版
社
一
九
八
八
年
初
版
）、『
茅

盾
伝
』（
台
湾
業
強
出
版
社
一
九
九
一
年
）、『
東
北
流
亡
文
学
史
論
』（
河
南
人
民
出
版
社
一
九
九
二
年
版
）、『
伝
統
与
現
代
之
間
│
│

尋
找
胡
適
』（
河
南
大
学
出
版
社
一
九
九
四
年
）、『
自
由
守
望
│
│
胡
適
派
文
人
引
論
』（
上
海
文
藝
出
版
社
一
九
九
七
年
）、『
回
眸
学

衡
派
│
│
文
化
保
守
主
義
的
現
代
命
運
』（
人
民
文
学
出
版
社
一
九
九
九
年
版
）
な
ど
多
数
あ
る
。
近
著
の
論
文
「
民
国
部
聘
教
授
及

其
待
遇
」（『
中
山
大
学
学
報
』
社
会
科
学
版
二
〇
一
九
年
第
四
期
）、「
新
発
現
抗
戦
初
期
《
対
日
煽
動
宣
伝
之
意
見
書
》
及
鹿
地
亘
手

書
稿
本
」（『
魯
迅
研
究
月
刊
』
二
〇
二
一
年
第
十
一
期
）
は
、
い
ず
れ
も
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
で
の
調
査
を
踏
ま
え
た
精
緻
な
論
文

で
あ
る
。

【
注
記
】

⑴　

王
国
維
が
『
古
史
新
證
』（
一
九
二
五
年
清
華
大
学
講
義
録
、
一
九
三
四
年
来
薫
閣
影
印
刊
行
）
で
提
唱
し
た
考
証
法
で
、
文
献
的
事
実
と
出
土
資
料
に
よ
る
二
重

の
証
明
を
指
す
。
こ
の
場
合
は
関
係
者
の
記
録
と
檔
案
と
に
よ
る
二
重
の
検
証
を
指
す
。
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⑵　

周
作
人
は
一
九
三
九
年
元
旦
朝
九
時
に
年
賀
の
客
を
装
っ
て
訪
れ
た
二
人
組
の
男
に
狙
撃
さ
れ
た
が
、
奇
跡
的
に
無
事
だ
っ
た
。
だ
が
、
同
席
し
て
い
た
沈
啓
无
は

撃
た
れ
て
負
傷
し
、
た
ま
た
ま
門
外
に
い
た
車
夫
も
撃
た
れ
て
死
亡
し
た
。
当
時
す
で
に
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
主
催
の
座
談
会
（「
更
生
支
那
の
文
化
建
設
を
語
る
」）

に
出
席
し
、
対
日
協
力
に
傾
い
て
い
る
と
み
な
さ
れ
た
周
作
人
を
亡
き
者
に
せ
ん
と
す
る
抗
日
テ
ロ
と
目
さ
れ
た
が
、
下
手
人
は
逃
走
し
、
真
相
は
今
日
至
る
も
不
明

で
あ
る
。
周
作
人
自
身
は
事
件
の
背
後
に
は
日
本
軍
関
係
者
が
い
て
、
対
日
協
力
を
強
要
す
る
脅
迫
と
と
ら
え
て
い
た
。
詳
細
は
木
山
英
雄
『
周
作
人
「
対
日
協
力
」

の
顚
末
：
補
注
『
北
京
苦
住
庵
記
』
な
ら
び
に
後
日
編
』（
岩
波
書
店
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

⑶　

李
盛
鐸
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
七
、
號
は
木
齋
）
は
清
末
民
国
初
期
の
政
治
家
、
外
交
官
。
祖
父
以
来
、
稀
代
の
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
、
蔵
書
楼
を
「
木
犀
軒
」

と
称
し
た
。
所
蔵
し
て
い
た
敦
煌
写
本
は
一
九
三
六
年
に
京
都
帝
国
大
学
教
授
羽
田
亨
（
西
域
史
学
の
権
威
）
へ
売
却
さ
れ
て
、
日
本
に
渡
っ
た
。
そ
の
後
戦
火
を
避

け
る
た
め
、
出
資
者
だ
っ
た
武
田
家
に
移
管
さ
れ
、
現
在
は
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
の
所
蔵
に
帰
し
て
い
る
。
李
盛
鐸
の
没
後
、
そ
の
ほ
か
の
蔵
書
九
千
三
百

余
種
（
五
万
九
千
余
冊
）
は
周
作
人
に
よ
っ
て
一
九
三
九
年
に
北
京
大
学
図
書
館
に
売
却
さ
れ
た
。
そ
の
詳
細
は
『
北
京
大
学
図
書
館
蔵
李
氏
書
目
』（
北
京
大
学
図

書
館
一
九
五
六
年
）
に
詳
し
い
。
そ
の
ほ
か
高
田
時
雄
「
李
滂
と
白
堅
│
│
李
盛
鐸
舊
藏
敦
煌
寫
本
日
本
流
入
の
背
景
│
│
」（「
敦
煌
寫
本
研
究
年
報
」
二
〇
〇
七
年

創
刊
号
）、「
李
滂
と
白
堅
（
補
遺
）」（「
敦
煌
寫
本
研
究
年
報
」
第
二
号
）
が
李
盛
鐸
旧
蔵
本
の
辿
っ
た
命
運
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

⑷　

張
有
德
・
何
家
偉
「
近
代
文
官
特
別
辦
公
費
問
題
考
」（『
中
華
文
化
論
壇
』
二
〇
一
三
年
五
期
）
に
よ
る
と
、
清
末
以
来
、
官
僚
の
給
与
に
は
月
俸
の
ほ
か
に
「
公

費
」
が
役
職
手
当
の
一
種
と
し
て
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
厚
遇
す
る
こ
と
で
収
賄
を
未
然
に
防
ぎ
、
清
廉
な
身
分
を
維
持
す
る
よ
う
配
慮
し
た
も
の
で
、

支
給
対
象
は
高
級
官
僚
に
限
ら
れ
た
。
日
中
戦
争
時
期
、
重
慶
へ
難
を
逃
れ
た
国
民
党
政
府
で
も
、
南
京
の
汪
精
衛
政
権
も
「
特
別
辦
公
費
」
も
し
く
は
「
公
費
」
と

い
う
名
称
で
支
給
は
続
き
、戦
時
中
の
イ
ン
フ
レ
も
影
響
し
、「
公
費
」
は
う
な
ぎ
登
り
に
増
加
し
た
。
現
在
の
中
国
に
は
存
在
し
な
い
制
度
で
あ
る
が
、中
華
民
国
（
国

民
党
）
政
府
機
構
を
引
き
継
い
だ
台
湾
に
は
現
在
も
同
様
の
制
度
が
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
語
に
お
け
る
「
公
費
」
と
の
混
淆
を
避
け
る
た
め
、
便
宜
的
に

「
公
務
費
」
と
訳
し
た
。

⑸　

江
蘇
省
人
民
政
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
南
京
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
首
次
向
公
衆
開
放
」http://w

w
w
.jiangsu.gov.cn/art/2017/6/12/art_59956_7450671.

htm
l

：
二
〇
二
二
年
七
月
五
日
閲
覧
）。
な
お
、
一
般
公
開
に
先
立
ち
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
檔
案
が
二
〇
一
六
年
十
二
月
二
十
六
日
に
完
成
、
研
究
者
向
け
に
館
内

で
の
検
索
閲
覧
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
。（
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
「
関
於
新
増
開
放
檔
案
的
通
知
」http://w

w
w
.shac.net.cn/ydyx/tzgg_136/201612/

t20161226_3704.htm
l

：
二
〇
二
二
年
七
月
五
日
閲
覧
）

⑹　

掲
載
に
あ
た
っ
て
は
予
め
商
学
同
攻
会
幹
事
の
先
生
方
に
お
諮
り
し
、
寄
稿
者
か
ら
は
著
作
権
譲
渡
の
了
解
を
書
面
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
明
記
す
る
。

⑺　

の
ち
改
訂
増
補
し
て
『
周
作
人
「
対
日
協
力
」
の
顚
末
：
補
注
『
北
京
苦
住
庵
記
』
な
ら
び
に
後
日
編
』
と
し
て
刊
行
。

⑻　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
は
、
彭
雨
新
〝
首
届
周
作
人
国
際
学
術
研
討
会
│
│
基
礎
資
料
的
鉤
沉
与
整
理
：
会
議
側
記
〞（『
新
文
學
史
料
』
二
〇
一
九
年
第
一
期
）、

馬
嬌
嬌
「
日
本
首
届
周
作
人
国
際
学
術
研
討
会
紀
要
」（『
魯
迅
研
究
月
刊
』
二
〇
一
八
年
第
十
期
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
さ
れ
た
論
文
の
一

部
は
中
国
国
内
の
研
究
雑
誌
に
収
録
さ
れ
た
が
、
本
誌
『
文
化
論
集
』
も
第
五
五
号
を
「
周
作
人
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
特
集
号
と
し
て
を
刊
行
し
た
。

⑼　
「
中
国
大
百
科
全
書
」（
第
三
版
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
版
：https://w

w
w
.zgbk.com

/

：
二
〇
二
二
年
六
月
三
日
閲
覧
）。

⑽　

南
京
大
学
文
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://chin.nju.edu.cn//szdw

/xrjs/20190926/i34606.htm
l

：
二
〇
二
二
年
六
月
三
日
閲
覧
）
に
よ
る
。


